
１月５～７日、流山市と姉妹都市にあたる石川県能登町へ

伺い、現地状況の把握に努めてきました。

世帯の３分の１が避難を余儀なくされている今、公的又は

私的な支援を継続的に進める必要性は高まる一方、現下の交

通状況や厳冬シーズンを迎えるなか、様々な課題を把握する

ことができ、今後の活動に活かしてまいります。

また１月６日しんぶん赤旗でも能登町の実態が報道されて

いますので、ご覧ください。

上】水も電気も届いていない集落へ救援物資をお届けしました。道路の

亀裂を縫って、車両を移動させました。右】いたるところで土砂崩れも。

早朝通った道も、夕方には土砂崩れのため片側通行に。

左】集落全体で大

きな被害に。下】

住宅の倒壊が相次

ぐ集落。「１回目

の地震では持ちこ

たえたのに、２回

目の地震で無茶苦

茶になった」との

ことでした。
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